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市
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町

の
皆
様
に
も
愛
さ
れ
頼
ら
れ
て
き
た
半
田

市
立
半
田
病
院
は
、
現
在
の
地
に
移
転
し

て
34
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

移
転
し
た
の
が
つ
い
昨
日
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
日
々
の
診
療
行

為
に
も
影
響
す
る
破
損
や
不
具
合
が
各
所

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
規
模

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
手
術
や
診
療
で

使
う
医
療
機
器
が
転
倒
し
、
血
管
と
も
言

う
べ
き
給
排
水
設
備
は
劣
化
に
よ
り
破
断

し
、
医
療
業
務
が
停
止
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
増
加
し
た
医
療
機
器

は
、
廊
下
や
手
術
室
に
置
か
れ
て
、
医
療

業
務
や
移
動
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
解
消
す
る
に

は
、
新
病
院
の
建
設
し
か
な
い
と
判
断
し
、

昨
年
７
月
、
名
古
屋
大
学
病
院
長
の
石
黒

直
樹
先
生
を
座
長
に
、
医
療
、
経
営
、
利

用
者
・
市
民
な
ど
各
分
野
の
委
員
10
名
に

お
願
い
し
て
「
半
田
病
院
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
を
設
け
て
、
新
病
院
の
機
能
、
役

割
、
施
設
規
模
、
建
設
位
置
な
ど
に
つ
い

て
幅
広
い
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
年
４
月
26
日
に
「
新
病
院

構
想
」
の
答
申
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
答
申
で
は
、
「
半
田
病
院
は
業
務

継
続
に
あ
た
っ
て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
建
て
替
え
が
必
要
で
あ
る
。
新
病

院
開
院
ま
で
の
期
間
が
長
引
け
ば
そ
れ
だ

け
リ
ス
ク
も
拡
大
し
、
大
規
模
改
修
は
避

け
ら
れ
ず
高
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

出
来
る
だ
け
早
く
建
設
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
建
設
位
置
に
つ
い
て
は
、
医
療

業
務
の
継
続
が
確
保
さ
れ
る
位
置
で
、
多

く
の
人
々
が
利
用
し
や
す
い
交
通
条
件
に

あ
り
、
建
設
費
用
は
病
院
事
業
を
圧
迫
し

な
い
よ
う
絞
り
込
む
こ
と
な
ど
を
基
準
と

し
て
、
市
内
で
建
設
可
能
な
候
補
地
13
か

所
を
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
共

交
通
や
道
路
網
が
利
用
し
や
す
い
環
境
に

あ
り
、
用
地
確
保
が
容
易
で
早
期
に
建
設

が
可
能
な
、
現
病
院
の
北
に
あ
る
市
職
員

駐
車
場
一
帯
が
相
対
的
に
適
地
で
あ
る
。

自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
国
・
県
の
調
査

で
は
最
大
の
地
震
津
波
、
高
潮
で
も
こ
の

土
地
は
浸
水
せ
ず
、
病
院
の
業
務
継
続
は

可
能
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、
周
辺
道
路

の
浸
水
に
対
す
る
迂
回
路
の
確
保
、
液
状

化
対
策
、
バ
ス
路
線
の
充
実
を
す
る
よ
う

に
」
と
の
内
容
で
し
た
。

私
は
、
委
員
全
員
一
致
で
い
た
だ
い
た

こ
の
答
申
を
重
く
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
や

は
り
耐
震
性
の
乏
し
い
熊
本
市
民
病
院
が

病
院
機
能
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
耐
震
・
免
震
性
の
高

い
病
院
を
早
く
建
設
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
強
く
感
じ
、
市
職
員
駐
車
場
に
新
病
院

を
建
設
す
る
こ
と
を
判
断
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
も
心
配
さ
れ
る
自
然
災
害
へ
の

備
え
で
す
が
、
こ
の
一
帯
は
多
く
の
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
伊
勢
湾
台
風
の
後
、
堤
防

強
化
、
排
水
機
場
建
設
、
近
年
で
は
護
岸

の
耐
震
整
備
、
阿
久
比
川
堤
防
の
耐
震
補

強
、
橋
の
落
橋
防
止
策
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

巨
大
地
震
で
は
、
県
が
発
表
し
た
「
理
論

上
最
大
規
模
の
被
災
モ
デ
ル
」
で
も
津
波

が
こ
の
候
補
地
を
襲
う
こ
と
は
な
く
、
広

域
へ
の
道
路
網
は
確
保
で
き
ま
す
。
液
状

化
も
、
３
０
０
年
以
上
経
過
し
た
干
拓
地

で
は
極
端
な
液
状
化
は
起
こ
り
に
く
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
安
全
を
期
す

た
め
、
候
補
地
南
の
道
路
の
液
状
化
対
策

工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

高
潮
被
害
で
は
、
平
成
26
年
７
月
に
発

表
さ
れ
た
国
の
調
査
報
告
で
は
、
５
０
０

年
か
ら
５
０
０
０
年
に
一
度
の
確
率
で
発

生
す
る
巨
大
台
風
で
も
、
高
潮
で
こ
の
候

補
地
が
浸
水
す
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
な

る
強
化
策
を
行
え
ば
医
療
の
継
続
は
可
能

で
す
。
し
か
し
、
周
辺
道
路
で
は
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
浸
水
し
な
い
阿
久
比

川
右
岸
堤
防
に
救
急
輸
送
道
路
を
整
備
し

て
、
国
・
県
が
最
優
先
で
通
行
を
確
保
す

る
県
道
碧
南
半
田
常
滑
線
に
直
結
さ
せ
る

こ
と
で
搬
送
ル
ー
ト
を
確
保
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
重
要
な
道
路
地
点
は
か
さ
上
げ
し
、

浸
水
時
で
も
走
行
能
力
の
高
い
救
急
移
送

車
両
を
導
入
す
る
な
ど
、
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

去
る
９
月
25
日
に
病
院
建
設
の
説
明
会

を
市
役
所
で
開
催
し
、
以
上
の
よ
う
な
内

容
を
お
伝
え
し
て
、
賛
成
・
反
対
の
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、

平
常
時
に
は
便
利
で
利
用
し
や
す
い
位
置

に
あ
り
、
建
設
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
費

用
も
低
減
で
き
る
こ
の
候
補
地
に
、
災
害

時
で
も
病
院
業
務
が
継
続
で
き
る
万
全
の

備
え
を
行
っ
て
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
安

全
で
質
の
高
い
医
療
が
提
供
で
き
る
新
半

田
病
院
の
建
設
を
進
め
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。な

に
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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